




JVCKENWOOD Company Profile 20192 JVCKENWOOD Company Profile 2019   3



JVCKENWOOD Company Profile 2019 JVCKENWOOD Company Profile 2019

��������������������������������
－顧客価値創造企業を目指して－

マネジメントメッセージ 経営計画 ～中長期経営計画「2020年ビジョン」～

　皆さまには、平素より格別のご支援をいただき、厚く御礼申
し上げます。

　当社は、企業ビジョンである『感動と安心を世界の人々へ』を
実現すべく、顧客満足度を高めることはもちろんのこと、新た
な経営方針として「顧客価値創造企業への変革」「技術立脚型
企業としての進化」そして「事業を通じた持続型社会への貢献」
を掲げ、成長と企業価値向上に向けて邁進しています。

顧客価値創造企業への変革
　顧客価値とはお客さまが適正と認める価値のことであり、そ
の対象は製品やサービスだけでなくブランドも含まれます。経
営方針として掲げている「顧客価値創造企業への変革」は、当
社の製品・サービスがお客さまのニーズに合っているかが非常
に重要なポイントとなります。
　時流の変化が激しい市場環境の中で、市場や顧客ニーズの
変化に即応できるアンテナを張れているのかが重要であり、
「技術革新の方向性」と「感応的なマーケティングに基づき新し
いもの（価値）を創造する活動」とが一体となった価値創造企業
を目指していきたいと考えています。

技術立脚型企業としての進化
　技術立脚型企業としての進化を図るために、技術戦略と知財
戦略の両輪での取り組みを強化していきます。当社のコア技術
である「映像」「音響」「無線」を軸として、市場ニーズに適応した
技術開発を強力に推進し、その中で技術革新性が高いものだ
けでなく、既に数多く保有する知財・技術をこれまでと異なる
新しい領域で活用することにも積極的に取り組んでいきます。

事業を通じた持続型社会への貢献
　また、如何にして持続型社会へ貢献していくのか、という意
味では、当社が目指すSDGs経営の未来の姿は、ひとことでい
うと「当社の事業が成長すればするほど、また市場におけるポ
ジショニングが高くなればなるほど世の中が良くなり、持続可
能となるような事業構造を構築する」経営といえます。つまり、
当社が取り組んでいる事業戦略を推進すれば、そして加速し
ていけば、おのずとSDGsを達成していくという考え方です。当
社はすべての事業領域でその役割を担っており、中長期経営
計画を確実に達成することで、これを実現していきたいと思い
ます。
　そして、当社が関わるすべてのステークホルダーと深く信頼
関係を築きあげながら、持続可能な（サステナブル）成長と企
業価値の向上を常に図ってまいります。
　
　今後とも皆さまのご理解とご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

　当社は、2015年5月に2021年3月期（2020年度）を見据えた中長期経営計画「2020年ビジョン」（以下、「2020年ビジョン」）を発
表し、自己資本利益率（以下、「ROE」）を主たる経営指標とするとともに、「強み」を生かせる分野に注力する経営を推進してまいりま
した。そして、2018年1月には策定から2年余り経過した「2020年ビジョン」の進捗の評価と今後の取り組みの見直しを実施し、計画
の最終年度である2021年3月期（2020年度）にROE10％達成を目指して邁進しています。

代表取締役 社長執行役員 最高経営責任者（CEO）

江口 祥一郎

　「2020年ビジョン」において実施したオートモーティブ分野の用品・純正
ビジネスへの集中投資により、オートモーティブ分野は想定以上の成長を遂
げましたが、全社収益の安定化とさらなる成長に向け、各分野の「成長する」
領域へバランスのとれた投資を行うこととしました。この結果、2019年3月
期はすべての分野で黒字化を達成。今後さらにパブリックサービス分野、メ
ディアサービス分野の伸長とその他分野のDX※1ビジネスの売上拡大によ
り、バランスのとれた健全な事業構造を実現させ、2020年ビジョン最終年
度に繋げていきます。　　

■「2020年ビジョン」における事業ポートフォリオ

（1）オートモーティブ分野
　当社は、アフターマーケット事業ではカーナビゲーション、カーオーディオでトップクラスのポジションを確保しながら、ディスプレイ
オーディオやドライブレコーダーなどの新商材を拡大し、それらの強みを生かしてOEM事業では用品（ディーラーオプション）で想定
以上の成長を遂げました。今後は長年培った「映像」「音響」「無線」の技術に加え、これら実績で得たノウハウや顧客接点を生かし、特
に今後の自動車のＥＶ（Electric Vehicle：電気自動車）化、自動運転化およびコネクテッド（インターネットへの常時接続）化に伴って
さらなる需要拡大が見込まれるドライブレコーダーや車載カメラなどの車載光学関連領域を強化しています。また、音響・映像の強
みを生かした次世代車空間でのHMI※2関連領域の拡大を目指します。

（2）パブリックサービス分野
　無線システム事業は、端末販売中心の事業運営から業務用無線インフラのブロードバンド化を見越したトータルシステムソリュー
ション事業への転換を目指しています。2018年12月にブロードバンド無線システムやソリューションビジネスに強みを持つニュー
ジーランドのTait International Ltd.の株式取得および資本業務提携を締結するなど、積極的なM&Aを実施しながら世界規模で
成長が見込まれるデジタル無線事業の拡大を推進していきます。
　業務用システム事業を担う株式会社JVCケンウッド・公共産業システムは、販売からシステム提案、設計・施工、保守・管理までワン
ストップで提供できる事業体制を強化しながら、映像セキュリティ／音響ソリューション事業領域を深化・拡大していきます。ヘルスケ
ア領域は医用映像・情報ソリューション領域への事業拡大に加え、光ディスク製造で培った技術を活用した、がんなどの早期発見が可
能となる血液診断ソリューション、および映像技術を活用した社会性発達評価の早期実施に有用なソリューションなど、外部の研究機
関やパートナー企業との共同開発により新たな領域への挑戦を推進していきます。　　

（3）メディアサービス分野
　メディア事業では、「Victor」ブランド含めたブランド資産を最大限に活用するほか、B to B領域では、8K/4KやHDR※3、VR/ARなど
の技術トレンドにおいて、他社にない映像ソリューションを創出していきます。プロジェクターでは、圧倒的な高画質と顧客保有機器
と連携するシステム提供により、シミュレーターをはじめとする顧客ニーズへの対応に加え、拡大するスポーツ関連市場に対しても、
映像技術を中心にユニークなサービスやシステムの提供を拡充していきます。
　エンタテインメント事業は、音源ビジネスの強化に加え、映画やゲームなどのコンテンツの拡充およびマネジメント、ライブ・イベン
ト、マーチャンダイジングなどの周辺事業の拡大を図り、総合エンタテインメント事業への転換をさらに進めていきます。

■市場別・事業別成長戦略

※1：Digital Transformationの略。　※2：Human Machine Interfaceの略。　※3：High Dynamic Rangeの略。
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国内ネットワーク
2019年6月1日現在

事業所／研究開発拠点

主要生産拠点および生産会社

その他の主要関係会社

拠点名

拠点および生産会社名

関係会社名

本社・横浜事業所
八王子事業所
白山事業所
久里浜事業所

本社・横浜事業所
久里浜事業所
横須賀事業所

（株）JVCケンウッド山形
（株）JVCケンウッド長野
（株）JVCケンウッド長岡

（株）JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント
（株）JVCケンウッド・クリエイティブメディア
（株）JVCケンウッド・公共産業システム
（株）JVCケンウッド・ビデオテック
（株）JVCケンウッド・サービス
（株）JVCケンウッド・エンジニアリング
（株）JVCケンウッド・デザイン
（株）JVCケンウッド・パートナーズ

神奈川県横浜市
東京都八王子市
神奈川県横浜市
神奈川県横須賀市

神奈川県横浜市
神奈川県横須賀市
神奈川県横須賀市
山形県鶴岡市
長野県伊那市
新潟県長岡市

東京都渋谷区
神奈川県横須賀市
神奈川県横浜市
東京都渋谷区
神奈川県横須賀市
神奈川県横浜市
東京都世田谷区
神奈川県横浜市

プロジェクター、ビデオカメラ、AVアクセサリー、ホームオーディオ等
オートモーティブ関連機器
無線機器、映像監視機器等
D-ILAデバイス、レーザーダイオード等

光学部品
光学部品、プロジェクター
CD、DVD（パッケージソフト）
通信関連機器、業務用機器
オートモーティブ関連機器
医療機器、医用画像表示モニター、車載基板

音楽・映像ソフトの企画・制作・販売、ライブ事業、ゲーム事業、スタジオ事業等
記録済み光ディスクの開発・製造・販売および医療用機械器具の製造・販売
映像・音響・通信関連機器およびシステムソリューションの開発・製造・販売・施工・保守
映像・音響の制作・編集・ローカライズ・販売、スタジオ運営、イベント制作・運営
音響・映像機器等のアフターサービス
ソフトウェアおよびハ－ドウェアの開発設計
デザインの企画・制作
福利厚生・総務・人事・経理業務等の受託、物品販売、旅行業、建築工事の施工および請負

所在地

所在地

所在地

主要研究開発品目

主要生産品目

事業内容
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運営会社：EMEA 地域

運営会社：アジア・オセアニア地域

その他の主要関係会社

運営会社：米州地域

運営会社：中国地域

会社名

会社名

会社名

会社名

会社名

JVCKENWOOD U.K. Limited

JVCKENWOOD Italia S.p.A.

JVCKENWOOD Deutschland GmbH

JVCKENWOOD Belgium N.V.

JVCKENWOOD Europe B.V.

JVCKENWOOD RUS Limited Liability Company

JVCKENWOOD Gulf Fze

JVCKENWOOD Singapore Pte. Ltd.

JVCKENWOOD Malaysia Sdn. Bhd.

JVCKENWOOD (Thailand) Co., Ltd.

PT. JVCKENWOOD Indonesia

JVCKENWOOD Australia Pty. Ltd.

Zetron, Inc.

EF Johnson Technologies, Inc.

ASK Industries S.p.A.

Radio Activity S.r.l.

Rein Medical GmbH

JVCKENWOOD Technologies Singapore Pte. Ltd.

JVCKENWOOD Hong Kong Holdings Limited

JVCKENWOOD USA Corporation

JVCKENWOOD Canada Inc.

JVCKENWOOD Latin America, S.A. 

JVCKENWOOD (China) Investment Co., Ltd.

JVCKENWOOD Hong Kong Ltd.

U.K.

Italy

Germany

Belgium

Netherlands

Russia

U.A.E.

Singapore

Malaysia

Thailand

Indonesia

Australia

U.S.A.

U.S.A.

Italy

Italy

Germany

Singapore

China

通信関連システム・機器の開発・生産・販売
業務用無線システムの開発・製造・販売
オートモーティブ関連機器の開発・製造・販売
業務用無線システムの開発・販売
手術室映像ソリューションの開発・販売・施工
オートモーティブ関連機器・通信関連機器の設計・評価
オートモーティブ関連機器の製造販売および電子機器受託生産サービス

U.S.A.

Canada

Panama

China

China

所在地

所在地

所在地 事業内容

所在地

所在地

海外ネットワーク
2019年6月1日現在

生産会社

会社名

JVCKENWOOD Electronics Malaysia Sdn. Bhd. 

JVCKENWOOD Electronics (Thailand) Co., Ltd.

JVCKENWOOD Optical Electronics (Thailand) Co., Ltd.

PT. JVC Electronics Indonesia

Shanghai Kenwood Electronics Co., Ltd.

Malaysia

Thailand

Thailand

Indonesia

China

通信関連機器
メディア関連機器、業務用機器
オートモーティブ関連機器
オートモーティブ関連機器
オートモーティブ関連機器

所在地 主要生産品目

JVCKENWOOD Electronics 
Malaysia Sdn. Bhd.

JVCKENWOOD Optical Electronics
 (Thailand) CO., Ltd.

JVCKENWOOD Technologies 
Singapore Pte. Ltd.

ASK Industries S.p.A.

JVCKENWOOD Europe B.V.JVCKENWOOD USA Corporation PT. JVC Electronics Indonesia Shanghai Kenwood Electronics Co., Ltd.

本社・横浜事業所 JVCケンウッド山形 JVCケンウッド長野 JVCケンウッド長岡

八王子事業所 白山事業所 久里浜事業所



会社概要／株式関連情報

取締役

監査役

執行役員

辻 孝夫
代表取締役会長

坂本 隆義
常勤監査役
藤田 聡

常勤監査役

今井 正樹
取締役

江口 祥一郎
代表取締役

浅井 彰二郎※2

監査役

園田 剛男
取締役

大山 永昭※2

監査役

 阿部 康行※1

取締役　取締役会議長
宮本 昌俊
取締役

岩田 眞二郎※1

取締役

野村 昌雄
取締役

浜崎 祐司※1

取締役

専務執行役員 最高財務責任者（CFO：Chief Financial 
Officer）

●宮本 昌俊

専務執行役員 オートモーティブ分野責任者
同分野 OEM事業部長
DX（Digital Transformation）ビジネス事業部担当
IT部担当

●野村 昌雄

副社長執行役員 コーポレート部門担当
EMEA（Europe, Middle East and Africa）総支配人
内部統制室長

●今井 正樹

常務執行役員 パブリックサービス分野責任者
鈴木 昭

常務執行役員 コーポレート部門担当補佐
（経営企画部、法務部、企業コミュニケーション部、
グループ経営部、ブランド戦略部）

髙田 伸一

常務執行役員 オートモーティブ分野 アフターマーケット事業部長
APAC（Asia Pacific）総支配人

新井 卓也

執行役員 メディアサービス分野責任者
同分野 メディア事業部長

林 和喜

執行役員 パブリックサービス分野 無線システム事業部長
村岡 治 

執行役員 経営企画部長

越野 純子

常務執行役員 米州総支配人
栗原 直一

社長執行役員 最高経営責任者（CEO：Chief Executive 
Officer）

●江口 祥一郎
執行役員 中国総代表
中国地域 AM統括
JVCKENWOOD Hong Kong Holdings Limited 董事長
JVCKENWOOD Hong Kong Limited 取締役会長
JVCKENWOOD (China) Investment Co., Ltd. 董事長

寺田 明彦

執行役員 最高技術責任者（CTO：Chief Technology Officer）
オートモーティブ分野 技術本部長
同分野 事業企画本部長
技術開発部担当
知的財産部担当

●園田 剛男

※1:会社法第2条第15号に定める「社外取締役」です。

※2:会社法第2条第16号に定める「社外監査役」です。

●は取締役との兼務です。

■取締役

今井 正樹 宮本 昌俊

岩田 眞二郎

江口 祥一郎阿部 康行

園田 剛男

野村 昌雄

浜崎 祐司

藤田 聡

大山 永昭

坂本 隆義

浅井 彰二郎

新井 卓也

村岡 治 越野 純子

辻 孝夫

■監査役 ■執行役員

栗原 直一 鈴木 昭

髙田 伸一 林 和喜 寺田 明彦

役員紹介

個人・その他
26.22%

外国人
36.63%

金融機関
28.71%

証券会社
4.47%

その他国内法人
3.94%

自己名義株式
0.03％

【定時株主総会】毎年3月31日　【期末配当金】毎年3月31日　【中間配当金】毎年9月30日
※上記基準日のほか、基準日を定めて剰余金の配当をすることができます。

会社概要

■株主構成 （2019年3月31日現在） ■大株主（上位10名） （2019年3月31日現在）

商号 株式会社JVCケンウッド　（英文名：JVCKENWOOD Corporation）

事業内容 オートモーティブ分野、パブリックサービス分野、メディアサービス分野の事業等を営むこと、
ならびにこれに相当する事業を営む会社の株式または持分を保有することによる当該会社の事業活動の管理

代表者 代表取締役会長　辻 孝夫、  代表取締役 社長執行役員 最高経営責任者（CEO）　江口 祥一郎
設立 2008年10月1日
資本金 13,645,825,000円（2019年3月31日現在）
従業員数（連結） 16,939名（2019年3月31日現在）

資本合計（連結） 65,321百万円（2019年3月31日現在）
決算日 3月31日
本社所在地 〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町三丁目12番地　電話番号：045-444-5500（代表）

資産合計（連結） 250,617百万円（2019年3月31日現在）

定時株主総会 毎年6月開催

基準日

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 
株式会社デンソー 
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140044 
GOVERNMENT OF NORWAY 
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 
JPMC GOLDMAN SACHS TRUST JASDEC LENDING ACCOUNT
J. P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S. A. 1300000 
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 

14,075
8,932
7,701
4,171
3,780
3,413
3,295
3,278
3,101
3,054

8.58
5.45
4.70
2.54
2.30
2.08
2.01
2.00
1.89
1.86

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所　市場第一部
証券コード 6632
単元株式数 100株
発行済株式総数 164,000,201株（うち、自己株式数56,643株）（2019年3月31日現在）

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社
同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先：0120-782-031（フリーダイヤル）（土・日・休日を除く午前9時から午後5時まで）

株主総数 47,154名（2019年3月31日現在）

株式関連情報

株主名

（注）持株比率は、自己株式（56,643株）を控除して計算しています。

持株数
（千株）

持株比率
（％）
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